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令和６年度第１回荒川区清掃審議会会議録 
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 【委   員】 西川 浩平、菊地 秀信、清水 啓史、小島 和男、小沼 作太郎 

         大久保 信隆、岡本 宮雄、小林 敏、石川 幸男、横山 しげ子 

         和田 美奈子、北川 嘉昭 
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         阿部清掃事務担当課長 
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開     会 

委 員 挨 拶 

（事 務局 ） 審議会規則第５条第２項の規定によりまして、本審議会の定足数は過半数となってござい

ます。本日は委員数１４名に対しまして１３名の委員のご出席を頂いておりますので、定足

数を満たしていることから本日の会議は成立していることをご報告いたします。 

続きまして、本審議会の会長及び副会長の選任に移りたいと思います。審議会規則第４条

第１項の規定によりまして、会長及び副会長は委員の互選により選出することとなってござ

います。前期会長の﨑田委員、副会長の小野田委員に今期も委員をお引き受けいただいてご

ざいますので、事務局といたしましては今期も両委員に引き続き会長及び副会長をお願いし

たいと存じますが、委員の皆様いかがでございましょうか。 

（ 一 同 承 認 ） 

（ 会 長 ） 今この循環型社会作りの分野は、世界的にはサーキュラーエコノミーが重視され、できる

だけ天然資源を減らして、出てきた資源をリサイクルするにしてもしっかりともう一度同じ

ものを作る循環型のループを作っていくという大きな流れの中で、日本も３Ｒで一生懸命や

ってはきましたけれども、それを３Ｒ＋Ｒｅｎｅｗａｂｌｅ（リニューアブル：再生可能な

資源に替える）ということで徹底しようという大きな流れがあります。それとともに、地域

社会もリデュースやリユースなど、ものを大切にした暮らしをまず大切にして、もう１回自

分たちの暮らし方とか、資源やごみの出し方を考えよう、特に東京２３区も本気でごみを減

らしましょう、という大きな流れも起こりつつありますので、皆さんと一緒にこういう時期

に考えていけることは大変重要なことだなと思っております。特に、こちらの区は地域の皆

さんと力を合わせながらそういう仕組みを作っていくという大変すばらしい取組を長年や

っておられるので、そういう中でどこまでの取組がしっかりできるか、皆さんと一緒にお話

し合いを進めていくことができるのを大変私もうれしく思っています。 

（副 会長 ） 特にごみ処理という視点で見てもいろいろどうやって持続可能にしていくかが非常に重要

なところで、そういう意味で区民の皆様の協力をどうやって引き出していくかがというとこ

ろが重要になってくるかと思いますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

（ 会 長 ） 第１回目ということで始めさせていただきたいと思っておりますが、今日まず議事に入る

前に傍聴者の方の確認とか、事務局から一言様子を教えていただければと思います。 

（事 務局 ） 傍聴の方ですが本日はいらっしゃいませんので、このまま進めていただければと思います。 

（ 会 長 ） それでは皆さんと審議に入っていきたいと思いますが、今日はまず資料を出していただい

ています。特に本当にこの地域の皆さんはもう重々ご承知の、プラスチックの回収をこの秋

から全体で実施しようという大事な時期に来ております。現状とかそういうことも含めて資

料が出ておりますのでご説明いただき、皆さんで意見交換をして、よりよくいろいろな仕組
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みが進んでいくようにご意見を頂戴しながら話を進めていきたいと思います。 

（事 務局 ）   ※ 配 布 資 料 説 明  

（ 会 長 ） それでは、議事に入っていきたいと思います。今回、「荒川区一般廃棄物処理基本計画の進

捗状況」というものと、「プラスチック回収事業」という２つが今日の大きなテーマなので

すけれども、まずこの資料のご説明に関してはまとめてしていただければと思っております。 

（事 務局 ）   ※ 資 料 ２ 説 明 

（ 会 長 ） この一般廃棄物処理基本計画、新しいのは令和５年度からということでスタートしました

が、それに関して非常に具体的に施行状況、実施状況についてまずご説明いただきました。

そして後半は、その中でもこの秋から全区で本格実施のプラスチック回収について、今の状

況に関してお話しいただきました。一緒に資料が出ておりますので、シンプルに皆さんが一

番気になるところからお話を始めていく形にしていきたいと思いますが、私から１点確認さ

せていただきたいのですけど、最初の４ページのところにごみ量の推移というのが出ていま

す。それでリサイクル率が微妙に０．６ポイント下がっていますけれども、これに関して先

ほどかなりご説明がありましたけど、資源として回収しているものが瓶よりもペットボトル

に変わっているとか、重さが軽くなっているとか、新聞を読む方が減ってきて古紙の回収量

が少し減っているとか、そういう社会的な背景がありますので微妙に減っていますが、量が

減っているのでリサイクル率も計算上は減っていますけれども、区民の皆さんの資源回収へ

の取組が減っている状況とは考えていないという理解でよろしいわけですね。 

（事 務局 ） どうしてもライフスタイルの変化ですとか、あとは資源だったとしても廃棄物として出さ

ないリユースの精神がまず第１にあるのかなと、そこは進めていかなければいけないのかな

と思っております。その点では資源回収量も一定下がるところはあるのかなと思っておりま

すのと、先ほど申し上げました組成調査というものが、いわゆるごみの中に含まれている資

源として本来は分別しなければいけないものの割合を調べると、さほど大きな変化は出てい

ません。そういったところから、分別に回さずにごみに捨ててしまっているという行動の後

退といいますか、分別に対する意識の後退は見られていないのかなと考えているところでご

ざいます。 

（ 会 長 ）  今、その隣の５ページのところを拝見しても微妙にごみの排出量とかが下がっていて、皆

さんが本当に真剣にごみとの暮らしを考えてくださっているのが伝わってくると思います。 

実際の事業の内容としては、特に前半は一般廃棄物処理計画の重点分野ですけれども、特に

今回食品ロス削減に関してはかなり頑張ってくださったということで資料が出ています。こ

れは面白いですね。 

（事 務局 ） ありがとうございます。 

（ 会 長 ） 後ろの、ごめんねシール。食べられるのに捨てるものを捨てるときにこれを貼ったら子ど
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もたちは悲しい気持ちになって、今度はこのようにしないようにしようという感じになって、

普通は楽しいシールを作るのですが、なかなか発想の転換で。最近こういういろいろな発想

の転換で自然に取り組む形に持っていくという。非常にそのように工夫してくださっていま

す。この辺の工夫してくださっていることへのご意見でも、プラスチックに関してのご意見、

ご提言などでも結構でございます。よろしければどうぞご発言してください。 

（ 委 員 ） プラスチックでモデル回収はやったはずです。町屋でやって、可燃ごみで出ているときと

やった後の数量を調査したのですか。それを基に想定回数量を出したのでしょうか。ちゃん

としっかりやらないと、ただやっているだけということでは駄目です。モデル回収をやった

のだから、可燃ごみを出したのがどのくらい減ったかとか、それがなければ駄目です。どこ

からこの想定回収量を持ってきたわけですか。 

（ 会 長 ） １３ページに試行実施の状況がありますけれども、今詳しく質問も出ましたので事務局か

らよろしくお願いします。 

（事 務局 ） まず想定回収量の出し方なのですけれども、人口掛ける平均値です。実際に回収を始めて

いるところの、１人当たり大体９．８キロくらいということで試算が出ております。 

（ 委 員 ） 想定回収量でやるのではなくてモデル回収量でやったのでしょうか。 

（事 務局 ） モデル回収量につきましては、地域を絞っての回収というところで。 

（ 委 員 ） 地域で可燃ごみをどのくらい出しているかと。それでモデルをやったのだから、どのくら

い減りましたかと出るのが普通ではないですか。 

（事 務局 ） プラスチック回収量というところでは押さえてはいるのですけれども。 

（ 委 員 ） これからプラスチック回収をやるのでしょう。それを参考にしてやらなければいけないの

です。 

（ 会 長 ） この１５ページのところに想定プラスチック回収量が年１，７９５トンとあります。この

想定回収量をどう計算したのかで現在、１人どのくらいのプラスチックが出ているかという

のが想定として計算が出ていると思いますので、きっとその辺をお話しいただくことが大事

なのかと思います。 

（ 委 員 ） モデル回収は税金を使って行ったのではないでしょうか。そのくらい分析する必要があり

ます。 

（ 会 長 ） きっと分析の書類が山のようにあるのですね。そこから一番分かりやすい数字だけぽこっ

とここに出してくださったと思うのですが、その数字の根拠をもう少し示していただくこと

で説得力というか、皆さんの様子が分かってくるという。 

（ 委 員 ） いや、これから実施させるのだから。みんなに協力を得るのです。そのためもっと細かく

しなければ、ただおざなりに政府が決めたからプラスチック回収をやるということでは駄目

なのです。 

（事 務局 ） 区民の方が出される、大体どのくらいの量になるかというところは、今、先行自治体のと

ころで大体１０キロ弱というのが出てくるような、９．８キロという数字が出てございます。 
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（ 委 員 ） 年間ですか。 

（事 務局 ） 年間です。そこに、１３ページにも書かせていただきましたが、今回１日１人当たりの排

出量というところ、また組成割合というところで書かせていただいております。そういった

９．８キロの排出量に対して残渣が大体１７％程度あるというところを勘案して、１，８０

０トン弱、１，７９５トンの数量というところで、全体、全域を実施したところにつきまし

ては排出がされるのかなと考えております。ちなみに令和５年度の総回収量というところで

見ますと、町屋二、三、四丁目、あと集合住宅で行ったところだと５４トンございました。

リサイクルできるプラスチックがそのうちの４５トン、できないもの、ごみになってしまう

ものが９トン。これは１７％程度のごみの混入量というところがございましたので、それら

を加味した上で先ほどの１，７９５トンを出させていただいた次第でございます。 

（ 会 長 ） １３ページにもいろいろありますが、区民の方にご説明するときにも今のお話のように、

ぜひ試行実施をしてくださったときにどうだったからその基本的な量を考えてこのくらい

になるだろうということを、分かりやすく今後区民の方にお伝えしていただければ分かりや

すくなるかなと思います。 

（ 委 員 ） 廃食油を全町会で来年度からやりたいと思っていますけど、あれは役所から特に缶とかの

提供はありますか。何に入れればいいですか。普通のプラスチックのあれでよろしいのです

か。 

（事 務局 ） 区で拠点を設けてお持ち込みいただく場合、ペットボトルで大丈夫なのです。蓋が閉まる

ものというところで、パカッと開いてしまうと液漏れの原因になってしまうのであれなので

すけれども、ですので使い終わった油をペットボトルの中に皆様入れていただいてお持ちい

ただいてございます。 

（ 委 員 ） ペットボトルで持ってきてもらって、一斗缶みたいな缶がありますよね。そういうのにま

とめて届けるという形がいいのかなと思っていまして。皆さんが持ってくるのはおそらくそ

んなにないのです。ペットボトルの小さいの１本とか。でも、それだけやっても。ですから、

ある程度何か月かまとめて。月に２回くらいはやっていきたいなと思うので、資源回収もや

っているので、そのときに持ってきていただいて一斗缶か何かに全部入れて、それをお届け

する形がいいのかなと思って。そういう缶が役所にあれば頂きたいなと。 

（事 務局 ） 今は缶自体のご用意はありません。ただ、どのような形で集められて、それは区民の方か

ら集められるのですか。町会ですか。 

（ 委 員 ） 町会でやるのです。 

（事 務局 ） 町会員の方から集めるものということですね。そのやり方についてまた具体的にご相談さ

せていただければと考えてございます。 

（ 委 員 ） やはりある程度まとまらないとあれだと思うので、大きいペットボトルもあるので何本か

いっぱいになったらお届けするとか、そういう形にするしかないのかなと思いますけど。 

（ 会 長 ） 油を回収してＳＡＦに、航空燃料などに使うと。ようやくそういう動きが、航空会社とか
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で本気になってきてくださったので、今東京都もしっかりと資源をつなごうとされていたり

していますので。ようやくいろいろな動きが出てきて、ようやくと言うと変なのですが、今

から２０年くらい前に天ぷら油でバスを動かそうという運動があったと思うのですが、あの

頃「これが天ぷら油バスか」とか言って、「天ぷらの匂いがするな」みたいな。そんな話を

していたことがあるのですが、本格的に持続可能な航空燃料を製造して、航空会社のＣＯ２

削減につながってくると、本当に時代が１つ回ってきたかなという感じがしています。ご協

力いただければありがたいと思います。 

（事 務局 ） 廃食油のことであれなのですけれども、今年度の回収量は９７７．９リットルなので、１，

０００リットルまでもう少しというところでございます。町会の皆様等のご協力を頂いて、

ぜひ大台に乗せていきたいと思っていますのでどうぞよろしくお願いします。 

（ 委 員 ） まず先になのですけれども、４ページの資源回収のところで段ボールの話が一切なかった

のですけど、コロナのときから段ボールがとても増えているはずなのです。私も資源回収当

番をやっているのですけど、段ボールが本当に多いです。ですので、段ボールについてはど

こに入るのですかということと、あとプラスチック回収はとてもこれから興味がある、うち

の地域も５月２８日に説明会があるので行こうとは思っているのですが、例えば今、高齢者

が多いではないですか。モデル地域で高齢者たちはすんなり受け入れられたのかではないで

すけど、住んでいる方たちは、これはきれいに洗わないとプラスチックにならないですよね。

汚れがついていたらもう可燃ですよね。その線引きというか、これからその説明会があると

思うのですけれども、何しろ新しいことを始めるとなると、へそ曲がりとはいわないですけ

ど、すんなり受け入れてくれない方たちがいると思うのです。その方たちにもどうやってプ

ラスチック回収に協力してもらうのか、持っていってモデル地域をやったのかが少し興味が

あります。あと、プラスチックの中間処理施設なのですけど、これはどこにあるのですかと

いうことをお伺いしたいです。 

（事 務局 ） 段ボールでございますが、そちらも資源の中に含まれてございます。ただ、委員がおっし

ゃるとおり非常に増えておる中で、きちんと出していただかないと道に出てしまったりです

とか、回収のときにすごくしづらいですとか、そういったところも問題になってございます

ので、そこが私どもも回収拠点が荒れているようであればそこの周りの方にチラシをまいた

りですとか、周知、啓発を行っているところでございます。 

（ 委 員 ） 資源回収とプラスチックとは違いますということを徹底しないと、またごちゃ混ぜになる

と駄目だと思います。 

（事 務局 ） 段ボールも大切な資源として回収を行ってございます。 

次のプラスチックの周知、啓発についてなのですけれども、これはやはり皆様の行動、生

活様式に基づいたものになっていますので、変えるのはやはり少し抵抗を感じられる方はい

らっしゃいます。ただ言葉は少し語弊があるかもしれませんが、慣れてしまえばというか、

分かってしまえばというところもございます。ただ、分かるまでの取組がいかに大切かとい
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うところはこの試行実施の間も非常に感じております。ただ、言葉で幾ら言ってもやはり伝

わらないです。カップラーメンの器の汁をさっと捨てて、さっとゆすいでくださいというだ

けなのですけれども、その「さっ」の程度が分からないというところが話としてございまし

た。そういったところはやはり百聞は一見にしかずではないですけれども、ごしごし洗う必

要はまずありませんと。動画ですとか、今回チラシを配布させていただいている中にもこの

程度でいいですとか、そういったところも含めて目に見えて分かるような啓発というところ

は行っているところです。合わせて、「何でこれを分けなければいけないのだ」「面倒くさい」

というお声も頂くのですけれども、ただこれはもう今後の未来のために必要なものなのです

というところで、担当も説得といいますか、ご理解いただいて、「では」というところで皆

様のご理解を頂いているところでございます。 

最後に中間処理の施設なのですけれども、まず中間処理といいますのが、我々が区で車で

回って回収したものを分別のために持っていく場所を中間処理施設と申し上げます。それが

足立区にございます。そこで選別を行います。大枠に分けて、これはごみです、これはプラ

スチックです、またプラスチックの種類によって分けるという選別をそこの足立の工場で行

ってございます。さらにそこから先に、今度は千葉県に持っていってそれを再商品化事業者

といいますけれども、製品になる前の状況、再生プラスチックの原料になるための処理を行

う工場に持っていく流れになっております。 

（ 会 長 ） 今お話を伺いながら思ったのですけれども、やはりプラスチックの回収は、地下の化石資

源を使ってプラスチックを作っているわけですので、できるだけそういう化石資源を使わな

いようにすることとか、今きちんと集める仕組みを作らないと海洋プラスチックのように使

い捨て型で処理できないものが海に流れて、世界的な問題になっている話とか。もちろんそ

れをごみとして普通に焼却するとＣＯ２がたくさん出て、それが非常に大事な問題だという、

この辺を全部きちんと伝えていただくことで、それのどこにその方が納得してくださるかと

いう温度感は人によっていろいろあると思いますので、そういうことを全部きちんと伝えて

いただくのが率直で一番いいのかな、と思いながら伺っていました。 

（事 務局 ） 会長がおっしゃるとおりＣＯ２の削減、あとは循環型社会の構築、加えて説明の中でも申

し上げましたが埋立処分場の逼迫がやはり問題になっているところがございますので、そう

いうところをリサイクルによって延命化させていこうということを合わせて丁寧に説明を

行っているところでございます。 

（ 委 員 ） 私が住んでいるところは集合住宅が多いのですけれども、集合住宅でプラスチックとごみ

を分別するときに、容器の問題が起きてくると思うのです。これはどのようにして区分けし

ていくのか。可燃ごみとプラスチックを分けたときに入れる容器。これは、集合住宅は全て

容器で区分けしているのです。したがってその辺がどのくらいの割合で、今トレイが５個あ

る中でどのくらいの量が減って、可燃ごみとなって、プラスチックがどのくらい出るのか。

量が分かればある程度の、本当は４個のトレイを可燃ごみにして、１つをプラスチックごみ
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にするとかという方法はあると思うのですけれども、その辺の割合はどのくらい減量されて、

どのくらいのスペースがあるのかが見当がつかないので。 

それと、事業系のごみの場合はどのようにするのか。今、事業系のごみは有料で出してい

ますよね。しかし、現状はもう混在して出しているのです。そのため、それをどのようにし

て分けていくのか。事業者に対してはどのように説明されているのか。その辺をお聞きした

いと思っています。 

（事 務局 ） まず集合住宅のスペースの確保という点なのですけれども、プラスチックは重さの割に非

常にかさがあります。大体７０％とか８０％とか、いわゆる今まで可燃ごみで出されていた

袋の中を見てみると、７０％以上プラスチック、例えば容器、ラベルだったりとか弁当の箱

だったりということで、体積的にはそのようなものになっております。そういったところは

加味してなのですけれども、それは一般論でございます。今、担当で行っているのが各集合

住宅、大きなところを回らせていただいたりですとか、ご質問のあったところには担当のほ

うで向かって、あとは管理会社さんと話をしながら出し方についてどのようにやっていきま

しょうというところは、個々で対応しているところでございます。 

また、事業系のプラスチックなのですけれども、こちらはいわゆる一般廃棄物ではなくて

産業廃棄物というところに分類されます。なので、我々が今回プラスチック回収で回収する

というところが、家庭から出されるプラスチックを回収の対象としておりますので、事業系

のものにつきましては適正にリサイクルまたは処分をお願いしますということでご案内し

ているところでございます。 

（ 委 員 ） ごみの量が重量の場合はいいのですけど、大体が容量ですからごみの区分けがかさばるの

です。そのため重量よりもかさによってどのくらいの率が出るのかによって、大分計上が違

ってくると思うのです。 

（ 会 長 ） 確かにプラスチックは本当に何キロとか、それと全体のかさのイメージがかなり違うとい

うか、そういうところはきっとそれぞれの集合住宅とか現場で、どのように皆さんに出して

もらう場所の設定を本当に変えていかなければいけないこともあると思うので、ふだんから

のいろいろなところのお話をかなり丁寧に伝えていかないと、家庭の場合とそういう集合住

宅の準備がかなり違ってくるなと思いますのでよろしくお願いします。 

（事 務局 ） 今実際に回っている者から、こういったイメージでまずご説明をさせていただいていると

いうところなのですけれども、大体可燃ごみの中の割合でございますが、容器の量自体は可

燃を７０％、プラスチックを３０％のところでまずは用意してくださいとご案内していると

いうことでございます。これはまたさらに、皆さんのプラスチック回収の意識が進んで、そ

ちらになっていくとまた少しその割合は変わっていくかも分からないですけれども、今現行

では可燃７０％のプラスチック３０％というところで用意してくださいということでご案

内していると。 

（ 会 長 ） また実際に始まる段階とか、ご説明の段階でぜひ具体的にいろいろとご相談いただければ



 ９

ありがたいかなと思います。本当に具体的にどうするのかは現場というか、私も今マンショ

ン暮らしですが１階の後ろに大きなところがあって、どのようにそれを設定するかは、本当

に要領よく出せるかどうかの大事な問題ですのでよろしくお願いしたいと思います。 

今いろいろとご意見を伺ってきましたけれども、議員の委員の皆様はきっとこれまでの議

会でこういう問題を山のように質問いただき、意見交換してくださったのだと思いますけど、

それでこのように具体的な状況になっていますが、今の段階で何かコメントを頂けること、

あるいはご意見とかがあれば。 

（ 委 員 ） 私が少し気になっているのが食品ロスなのですけれども、まずこの冊子は令和６年１１月

に作られたということで、どういったところに配布しているのでしょうか。 

（事 務局 ） 先日、廃食油のイベントを「ＬａＬａテラス」で２月末に行ったのですけれども、そうい

ったところで今現在配布しておりまして、具体的にはこれからイベント等でさらに配布して

いく形で考えてございます。 

（ 委 員 ） やはり食品ロスで気になるのが、忘年会とか新年会とかです。大量の食材が余ってそのま

ま出ていくのはしのびないなというのを何度もこの期間に経験していて、そういったところ

へのアプローチは区としてどういうことをされているのですか。 

（事 務局 ） 区といいますか、全国的な取組ですけれども３０１０運動。始まって３０分、終わりの１

０分前は取りあえず食べましょう、飲みましょうというところでの運動がございます。その

辺りのところは区のホームページですとかご案内の中でやっているところなのですけれど

も、加えて今これからまだ検討を進めるところではありますが、ドギーバッグ、お持ち帰り

の検討も考えております。昨年、新聞の記事で、港区のホテルでそういった会合が終わるく

らいのタイミングで「皆さん、持ち帰ってもいいですよ」という声かけをしているという事

例があるということを読んだことがございます。我々でもそういった何か施策として打てな

いかというところは検討しておりまして、そこのための一定のハードルがやはり持って帰っ

た後のお腹を壊してしまうのではないか、その責任はどちらなのだというところが一番大き

なネックとしてあるかと思うのですけれども、来年度に当たってその辺のガイドラインみた

いなもの。事業者さんといいますか、持って帰る場合には自己責任でちゃんと持って帰りな

さいというところが厚生省等から出てくると聞いておりますので、それにのっとった形で安

心してそういうのは進めていきましょうというところで事業者と何かやっていきたいなと

考えているところです。 

（ 委 員 ） 今聞いた３０１０運動、これは私が食事会の幹事をやるときは絶対やろうと呼びかけるの

ですけれども、区の今年の忘年会、新年会で一度も見たことがないです。やったこともない

です。恐らく同じだと思うのですけれども、やっていないという感覚があると思うので、そ

こに切り込んでいかないといけないのかなと。これを見ると月間は１０月になっているでは

ないですか。何も国が１０月だからといって荒川区も１０月にしなければいけないわけでも

ないですし、忘年会、新年会のシーズンに合わせてこういったものを配ったりですとか、こ
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のごめんねシールでは足りないくらい余っていますから、これは大変なことになっています

ので、そこに切り込んでいくのも１つの啓発につながると思うので、ぜひご検討のほどよろ

しくお願いいたします。 

（ 会 長 ） 大事なご指摘の１つだと思います。実は京都市で何年か前にこの３０１０運動をやったら

どのくらい減るのだろうかと、忘年会シーズンに何件かの居酒屋さんとか飲食店に協力して

いただいて、幹事さんに伝えて、幹事さんが初めの３０分と最後に「おいしく食べましょう」

と声をかける宴会と、全く声をかけない宴会とどれだけ最後に残るものが減るかというか、

違うかという集計を２年くらいかけて取ったのです。それで声をかけると５分の１に減ると

いうデータが出て、本当はゼロになってほしいのですけれども、しかし、声をかけた宴会は

同じくらいの人数で同じメニューでも５分の１には減るというデータが正式に出て、ホーム

ページでも公開されていますので、そういうこともお店に伝えながらしっかりとやっていた

だくと。何となく普及、啓発でいうと飛んでいってしまう感じもしますけれども、「５分の

１に減ります」とかみんなが喜んでくださるので、今、大事なご指摘だと思いますので、ぜ

ひやっていただければと思います。 

あと、今ドギーバッグのお話がありましたけれども、環境省が数年前に日本らしい呼び方

がないかという募集をしまして、そこで採用されたのは「ｍｏｔｔＥＣＯ」と書くのです。

いろいろなバッグに「ｍｏｔｔＥＣＯバッグ」とか書いてあるのですが、やはり最初はおい

しく食べ切るのが一番ですけど、どうしても残ってしまってきちんと火が入っているものは

自己責任で持って帰りますということをお店の方に伝えて、きちんと持って帰ると。お店の

方も保健所の指導で「駄目です」とお答えになっていたのが今までしたけれども、厚生労働

省の指針が変わってきましたので、その辺が自己責任というのが確認できればきちんと持っ

て帰っていただける流れになってきていますので、ぜひこの年末くらいから広げていただけ

ればと思います。ご指摘ありがとうございます。 

（ 委 員 ） 細かい話は別にして、会長さんからも言われていたのですけど、やはりごみ減量はＣＯ２

の削減にもなるということで、私が気になっているのはプラスチックを燃やさないという点

では先ほどの資料があって、ＣＯ２の削減になるということはそのとおりだと思うのですけ

れども、荒川区を含め２３区の場合は清掃工場でごみを燃やしているということがあるわけ

です。それはどのくらいなのかということと、やはり全体としてはごみを抑制する点では清

掃工場で燃やすのではなくて、資源化していくことが必要なのだろうと思うのです。先ほど

ごみの減量の経過がありましたけれども、あれを超えてもっと減らしていくことがやはり私

は必要なのかなというのが１つです。 

それから、もう１つはプラスチックのことで会長さんも言っていましたけど、日本のプラ

スチックは輸出大国で、世界で２番目に使用が多い。ヨーロッパではやはりそういうことを

厳しく規制する流れで、ドイツなどではお金を払えばそこでペットボトルを回収するという

ことがあって、９０％以上の回収になっていることもあるのです。日本では年間１００万本
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のペットボトルと言われているのですけど、先ほどのごみの問題もそうですけれども、やは

りそういった総量の規制も合わせて国に対して都民も働きかけて、減らしていくという基本

をしっかり据える必要があるのかなと思ったものですから、その見解だけはお伺いしておき

たいかなと思いました。 

（ 会 長 ） ありがとうございます。本気でごみを減量しましょうという、その辺の問いかけが必要な

のではないかというお話でした。 

（事 務局 ） まずＣＯ２の排出量なのですけれども、こちらが令和５年度の特別区区長会で出された調

査研究報告書に記載のあるところでございますが、特別区の清掃工場でごみ焼却に伴う化石

資源由来のＣＯ２排出量、こちらは２３区全体の清掃工場の排出量になってしまうので荒川

区だけというわけではないのですけれども、こちらで申し上げますと２０２１年時点なので

令和３年の数値になりますが、約１５０万トンと記載がございます。ちなみに当時の特別区

全体のＣＯ２排出量が約４，５００万トンというところでございますので、この清掃工場を

稼働させることに伴う化石資源由来のＣＯ２は全体の３％程度を占めているというところで

ございます。委員のおっしゃるとおり、ごみを減量させてプラスチックにどんどん移してい

くことでここを下げていくことは我々の責務と考えておりますし、区民の方々にもそういっ

たところも含めて周知していくことで、本当に切迫感を感じていただく必要があるのだなと。

そういった啓発をしていく、いい顔ばっかりする啓発ではなくて、危ないのだというところ

を周知、啓発していく必要も感じているところでございます。 

合わせて、先ほど委員がおっしゃっていたのが排出抑制の点というところで、事業者です

とか国へのというところでのご指摘かと認識いたしました。その点につきまして、先ほど令

和４年の４月から施行開始いたしましたプラスチックの新法の中でも、一定設計するまで製

造する側の責任といいますか、そこへやっていくべきことが定められています。その中では、

環境に配慮した設計の指針というところを国が定めるからそれに準じてやっていきなさい

ですとか、また販売とかそういった小売につきましてもワンウェイのものは使わないように

しなさいとか、そういったところでの定めというのですか。主体ごとに取り組むべき事柄が

そのプラスチック新法の中では定められておりますので、それにのっとって事業者、排出者、

区民、自治体も含めて取り組んでいくことで進んでいかなければいけないと考えておるとこ

ろでございます。 

（ 委 員 ） いずれにしても、やはり会長さんからも言われて、ぜひごみの減量という取組を進めるこ

とが大事だと思いますので、その辺は徹底していただきたいなと、要望して終わります。 

（ 会 長 ） ありがとうございます。今、ごみ減量そのものをしっかりというお話もありました。副会

長、何か今日のこれまでのお話も含めてコメントがあればよろしいですか。 

（副 会長 ） 今までの議論は少し情報共有をしっかりしていただきながら進めていただきたいと思いま

すが、１点だけ質問と確認なのですけど、１３ページの試行のところのデータがあって、こ

の組成割合のところはどのくらいちゃんと調べているのですか。というのは、どうやって調
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べたかを教えていただきたい。 

（事 務局 ） こちらの組成割合の調査方法なのですけれども、先ほど申し上げた中間処理工場に持って

いったタイミングで、使えるもの、使えないものと分けられるので、そこで出てくる数値で

ございます。 

（副 会長 ） そうすると、この残渣はどうなっているのですか。結局そちら側の中間処理業者の排出物

になっているということですか。それとも持って帰ってきていると。ですから、あまり仕組

みとしてよくないですよね。かつ、これがこれだけの割合ある。それ本番はどうするのです

か。残渣は引き取るのですか。 

（事 務局 ） おっしゃるとおりです。本番についても残渣のところはそこで処分はなかなか難しいので

持って帰ってきて、その中に不燃ごみが含まれているようであれば、いわゆる金属ですとか

そういった不燃ごみの資源化は既に我々は行っているので、そちらのルートに流していくと。

本当に可燃ごみ、食べ残しとかが入ってしまうケースもあるので、それは燃やさなければい

けないというところでの仕分けを行っていく形になります。 

（副 会長 ） この残渣の中身をちゃんと調べると打つべき手は分かってくると思うのですけど、おそら

く今みたいな状況だともう少し発生側の対策を実施しないと。なぜなら集めて持って行って、

その瞬間にすぐ分けられるわけではないのでまた取りに行くわけですよね。ですからそれは

非常にコストだと思うのです。 

（事 務局 ） おっしゃるとおりです。だから便自体は行って帰っての帰りの便に乗っけてくる……。 

（副 会長 ） そういうタイミングで、そこでやってくれるのですか。 

（事 務局 ） 前の残渣という形の持っていき方にはなるのですけれども。 

（副 会長 ） 私は都内の中間処理業者の処理能力とかは体感で分かっているのです。ですから例えばこ

ういうプラの分別をやる自治体さんが増えてくると、中間処理業者側に負担を分けてもらっ

ていることになるので、その辺はおそらく発生源側でもう少し持っていかないとか、そうい

うことをやらないとなかなか良い仕組みとはいえない。こういうデータは私も初めて見たの

で、おそらくこれはもう少しほかもきちんと調べないといけないなと思ったので。やはりそ

の辺のフローがどうなっているかというところを少し示していただくと、実体感がわくと。

おそらくこのデータに関しては、８０％だからいいという話にはならないと思うのです。 

（事 務局 ） おっしゃるとおりです。ありがとうございます。ここを８０％でよかった、８０％程度回

収できればいいというところは、副会長がおっしゃるとおり我々も思っていなくて、ここを

さらに上げていかなければいけないと思っています。あまりにひどい見た目から既に生ごみ

が入っているものもプラスチックの日に出されることがあります。それを一緒に積んでしま

うと結局ほかの使えるプラスチックも駄目にしてしまうので、そういったものは「これは駄

目です」というシールを貼り残していくというところでやっています。とはいえやはり入っ

てきてしまうものが一定あるというところでの出てくる残渣で、これをもっと上げていくた

めには、啓発ですとかそういったところで、これはオーケーだけどこれは駄目だというアナ
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ウンスです。あと中間処理工場の中でもここまでは取っていい、ここから先は残渣になると

いうところを明確に示してあげて、その残渣の割合をどんどん縮めていく形で今、進めてい

るところでございます。 

（ 委 員 ） プラスチックとして出せるもの出せないものについて、一般の区民の方にどうやって知ら

せるか、その辺から始めないと絶対駄目です。やってしまってから無駄なコストと時間がか

かる形になるから、その辺をよく研究して、本当はモデルのときにその辺の割合がどうだと

か、そこまで出してやらなければ駄目なのです。何のためにモデルをやったのですか。ただ

言われたから、やりましょうということでは駄目なのです。 

（副 会長 ） 参考までになのですけど、ペットボトルはもう分けたい。世の中絶対分ける流れになって

いるわけですよね。それで、家庭とかで使われている製品だとＰＰ、ＰＥ、ＰＳとマークが

ついていますから、そういうのはどちらかというとリサイクルに持っていきたいですよね。

ＰＶＣはみんな欲しくない。よくここら辺でごちゃごちゃになってしまうのは、小型家電と

かそういう電気製品とかだとＡＢＳというのが使われているのですけど、ＡＢＳは混ぜたく

ない人たちが結構いるのです。その先のリサイクル方法によって。ですから、結局今回みた

いなプラ新法のやり方で、プラスチックだから何でもいいというやり方をやってしまうのを

嫌がる人もいるのです。今回の場合はおそらくエム・エム・プラスチックさんでいいのです

よね。ですから、マテリアルリサイクルなので、材料に戻すので、それがきれいでないとい

けないというところがあるので、おそらく先ほどの中間処理のプロセスが必要になってくる

のです。そこら辺もやはり、こうやって区民の皆さんに分けていただくものがどうなったか

をきっちり説明していく必要があるかなと思います。 

（事 務局 ） エム・エム・プラスチックさんとは本当にうちが試行実施を始めた令和４年の３月からの

お付き合いをさせていただいておりまして、再商品化事業者さんでございますけれども、そ

ういった再製品化のところだとか、こういった性質のものが必要なのだ、こういうものを作

るためにこういうものが必要だからみたいなところを、社長が非常にフットワークの軽い方

でいらっしゃるので、担当とも話をしながら、ではこのような形で仕分けをしていこうかと

いう、そこの議論からもう入ってくださっています。ですので、製品にしていく上で何が必

要なものなのかというところの考えは一定頂いているところもありますので、では、そこを

どうやって実現していくかというところは、区としても一緒になって考えていきたいと思う

のと、ではそれを区民の方にどうやって見せていくというか、バックしていくかというとこ

ろが、区民の方が率先して取り組んでいこうと思える一歩だと思いますので、そういった「こ

れになりました」みたいなものも含めて見せていけるようにしていきたいと考えてございま

す。 

（副 会長 ） エム・エム・プラスチックでのリサイクル率も半分くらいですから、この８０％が中間処

理からエム・エム・プラスチックに行っているわけですよね。そのうち、エム・エム・プラ

スチックで材料に変わるのはその半分くらいだと。そうすると残り半分はまたＲＰＦという
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燃料になったりするという。ですからやはりその全体の流れを理解した上で、いいか悪いか

というところをちゃんとやらないといけないのです。これは国もあまりちゃんと言っていな

いところがあるのです。ただ、私がそういうのを知っていた上で見たのは、この残渣率が高

いなというところです。 

（事 務局 ） 残渣率の高さは、こちらは少し言い訳がましいことなのですけれども、周知がちゃんとで

きていない状態での……。 

（副 会長 ） ですからこの数値をぜひモニタリングしていただくといいのではないですか。 

（事 務局 ） おっしゃるとおりです。限定的な地域での実施だったので、全体に対する、今回だと全戸

配布とかホームページアップとか、そのような積極的な周知ができない中でのこの数値とい

うところで認識しています。今もう本当に全力で出している中で、今後残渣率を下げていく

というところでやっているのですけれども、先ほど申し上げました中間処理業者との意見懇

談だとか、今まさに全域実施に向けて周知を行っていく中で出てきた最新の中間処理施設で

の残渣割合でございますけれども、直近のものだと１０％までこの残渣率は下げることがで

きました。さらにここをもっとというか、最終的にはゼロを目指すところではあるかと思う

のですが、副会長がおっしゃったとおり、事業者ともあそこをすごくみんなが取り合いみた

いなところにもなるところでもありますので、そういうところと協議しながら持続可能な形

で進んでいきたいと考えてございます。 

（ 会 長 ） ご専門の副会長から見ると１７％は高いというのがピンときたという。ご指摘ありがとう

ございます。ぜひ、これを下げるときに区民の皆さんにきちんとお伝えして、区民の皆さん

に一緒にやっていただくことで、やはりシステムがよりよくなっていくのだと。行政の皆さ

んだけが冷や汗かいてという話ではなく、みんなで取り組む形にぜひしていただければあり

がたいかなと思います。 

（事 務局 ） 承知しました。区民の方の協力あってこそのプラスチック回収ですし、そもそも荒川区は

集団回収というスキームが根づいた地域でございます。ですので、資源に対する意識は非常

に高く、回収できる土壌がございますので、あとは我々がいかにきちんと伝えていくかとい

うことで、しっかりと努めていきたいと思っております。 

（ 会 長 ） これから新しくプラスチックが始まりますけど、やはり区民の皆さんに関心を持っていた

だいて、いろいろチラシを基にこれなら大丈夫と暮らしの中で定着していただくのがすごく

大事かなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（ 委 員 ） 女性団体も大分みんな年齢が高くなったので、どこまでやれるか。昔の感覚があるので、

分けるのは大変だと思うのです。区の説明がこれからあるということですので、それを聞い

てどんな感じになるのか。細かい質問も出てくると思うし、そういってもまだ混ざって出る

可能性があるので、そこの監視はどうするのかなというのが少し心配なところかなと思いま

す。私たちは現場でやる人間ですので、頑張ってみんなでやると思います。 

（ 会 長 ） 力になってくださりそうなので、よろしくお願いしたいと思います。 
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（事 務局 ） 本当に皆様の分別がなければ成り立たない事業でございますので、それをいかに分かりや

すくというところをお伝えするのが我々の責任だと感じております。これから住民説明会が

あったりですとか、あと、今全戸配布をどんどん進めているところで、気になるところがあ

ればご連絡、お電話を頂ければ誠心誠意お答えさせていただきますので、不安がない形でや

らせていただきたいと思っております。 

また、汚れがどうしても落ちないものは中にございます。ケチャップの残ったやつとか。

それを洗ってまで出すというのは、これはもう最高ですけれども、そこまでを求めているも

のではございません。やっていただければ最高です。ただ、やらなくてもそれをこれまでど

おり燃えるごみに出していただくのでも十分でございます。それが結局は、サーマルリサイ

クルとして清掃工場で燃やされて発電になる仕組みもございますので、やらなきゃというの

で疲れてもうやらなくなるくらいであれば、このように分けるのだなと一定分かっていただ

いた上で、まずは取り組んでいっていただくということでどんどん進めていっていただけれ

ばと思ってございます。 

（ 会 長 ） あと半年の間で、皆さんのいろいろなやり取りの中で深めていただければありがたいかな

と思います。今日の全体の審議の中で気になることとかがあれば、一言よろしいですか。 

（ 委 員 ） 冒頭のご挨拶のところで少し申し上げましたけれども、昨日また荒川区も予算委員会が開

かれておりまして、来年度この事業に使われるお金は区の環境清掃費の中から捻出されるわ

けでございますので、この事業がきちんと進むようにご質問させていただいたわけでござい

ますけど、その際にも申し上げましたのはやはりこのプラスチックの回収事業の意義をしっ

かりと区民の方にお伝えいただきまして、その上で周知徹底を図っていただきたいと申し上

げさせていただいた次第でございます。 

今日ご参加いただきました委員の皆様からもお話が出ておりました、これまで白色トレイ

は分別して資源回収の中で回収させていただいておりましたけれども、そこの部分が今後プ

ラ回収になったときにごちゃ混ぜになったりしないのかというところは再度区民の皆様に

もご確認、徹底をしていただきたいというお話もさせていただきましたので、その際に申し

上げましたのは、やはり単一の素材で回収するほうが質の高いリサイクルができるというお

話も伺っておりますので、そういった意義をちゃんとお伝えいただきまして、今後回収が始

まりましたときにこれまでの回収スキームと新しい回収のスキームがごちゃ混ぜになって、

本来であれば質の高いリサイクルが図れるべきものがそうならないような、逆転現象が起き

ないようなところの意義はきちんと伝えていただきたいというところでございますし、先ほ

ど廃食油のお話が出ました。私もこれまで廃食油のイベントなどにも何度か参加させていた

だいてお話を伺いましたけれども、意外と区民の皆様はお気づきになられていないのは、区

は回収いたしました廃食油をＳＡＦの原料にするために事業者に売却します。そうしますと、

その売却益は区に歳入として入りますので、それがまた我々区民サービスに使われるお金の

原資になるわけでございます。区民の皆様にそうやって環境に対する意識づけを高めていた
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だければ、それが回り回って自分たちの住民サービスの原資になっているのだという意義も

場合によりましてはお伝えいただくことによって、区民の皆様への意識づけが高まって、リ

サイクル事業がよりスムーズに進んでいくのではないかと思っております。 

オリンピックがございました際に、こういう携帯の中に入っている基盤の金属を回収して

金メダルを作ったというお話もございました。そういう都市鉱山の話ではないですけれども、

家庭から出てくるプラスチック類がきちんとリサイクルされて次のプラスチック製品に生

成されるという意義も同じようなところにあるのかなと思いますので、そういう意義をしっ

かりとお伝えいただきまして、区民の皆様の意識を醸成していただければ、事業もきちんと

進んでいくのではないかと思います。 

（ 会 長 ） 大事なご指摘、ありがとうございます。リサイクルの意義をしっかり伝えることで区民の

皆さんに自分ごととして本当に取り組んでいただけると。東京２０２０のときの再生資源で

の金銀銅メダルづくりには随分私も関わったのですけど、やはりみんなでやればできるとい

う経験でした。本当に多くの方が自分たちの家の中で眠っているものを資源に提供して下さ

いました。そういう流れがしっかりとできるためにも、意義を伝えていくというお話が今あ

りました。ありがとうございます。 

（事 務局 ） 委員からご指摘いただきましたが、集団回収の中での発泡スチロールトレイ、先ほど我々

は集団回収をやっていると申し上げました。本当に質の高いリサイクルの基盤となるものに

なります。白色トレイはこれまでどおり集団回収として集め、我々の区の施設にありますリ

サイクルセンターに持っていき、そこでそれだけの単体でリサイクルできるという非常に優

れたシステムを持っています。それによって生まれ変われるものがトレイになったりですと

か、非常に使い勝手のいいもの、リサイクルしやすいものとなってきますので、そこの点は

崩さないでいきたいと考えてございます。 

合わせて集団回収というスキームは荒川区の財産でございますので、今回のプラスチック

回収を行うことで分別の意識が目覚めていただいて、さらに刺激されて例えば雑紙ですとか、

先ほどの段ボールのお話もございましたけれども、そういったところにいい影響が出てくる

形で我々も盛り上げていきたいと考えてございます。頑張りますので、どうぞよろしくお願

いします。 

（ 会 長 ） ありがとうございます。皆様からいろいろ意見を伺ってきましたけれども、きっとこうい

うのを最後にきちんと施策につなげていくというところが大事なのだと思いますが、今日は

副区長も委員としてご参加いただいています。何か一言お話ししたいときっと思っておられ

るのではないかと思います。 

（ 委 員 ） まずは、皆さん本当に熱いご議論をありがとうございました。今、世界を見ますとどうも

環境に逆行する動きがある中で、荒川区においてはこうやって積極的に取り組んでいただい

ているのは非常にすばらしいことだと思っています。今もありましたように、やはり荒川区

の集団回収、地域力という非常に力の強いものがありますよね。それに合わせましてリサイ
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クル産業が集積している強みもありますので、そういった強みをいかに生かしていくかを私

どもとしては大変これから重要なファクターになってくるだろうと思っています。 

とはいいながらも、今もういろいろご指摘がありましたように、プラスチックの回収をは

じめといたしまして、食ロスもそうですけれどもいろいろな課題がたくさんあります。そう

したものについて１つ１つ課題を解決していくためには、やはりこういった先生方のお知恵

を拝借し、そしていろいろな方々にご理解いただいて、地域を挙げて取り組んでいくのが非

常に重要だと思っておりますので、これは環境清掃だけの仕事だと思っておりません。荒川

区を挙げてこの仕事を何とかよりよい形で進めていこうということでございますので、ぜひ

ともこれからもいろいろご意見を頂戴できればと思いますので、よろしくお願いします。あ

りがとうございました。 

（ 会 長 ） 皆さんからご意見いただきまして本当にありがとうございます。今回何か審議をして決め

るということではありません。今日は一般廃棄物処理基本計画がスタートして、それにどの

ように取り組んでいるかということをご報告いただいて、皆さんのご意見を頂く日でしたの

で、これで締める方向で進めていきたいと思うのですけれども、今日は非常にいいご意見が

たくさん出てまいりました。今、副区長も受け止めてくださいましたけれども、取りあえず

食品ロスの話とか、ごみ減量もそのものをしっかりやっていこうというお話とか、あとプラ

スチックの回収にしてももっと区民の方にちゃんと伝わるようなお話の仕方とか、残渣率を

もっと減らすという具体的なところに切り込まなければ駄目なのではないかというご指摘

とか、やはりこれは少し皆さんのこれからの取組というか事業運営にちゃんと生かしていた

だく形にしていただければありがたいと。ですから、今日のいろいろな皆さんのご発言を受

け止めて、日々の事業にしっかりと生かしていただければありがたいと思います。 

（副 会長 ） 触れなかったのですけど、事業系の話なのですが、おそらくコロナ前後で変わった話と変

わらなかった話をきちんと整理したほうがいいです。例えば今ほかのところで問題になって

いるのは、何だかんだいって飲食店とかで配られるお手拭きとかが減っていないのです。で

すから事業系のところのごみ量があまり減らないということも出てきて、さっきの段ボール

なども同じだと思うのです。１回やってみて便利だからみんなずっと使い続けているみたい

な話とかを少し整理していったほうがいいと思うので、そういう意味で定着したライフスタ

イルと、元に戻ったところみたいな視点で見ていくといいのかなと思っています。 

（ 会 長 ） 今、事業系のお話があって、思い出したので私も１つだけ言わせていただきたいのですけ

れども、事業系の皆さんは事業者がやってくださって、行政は家庭系という役割分担ではあ

りますけど、例えば、食品ロスをしっかりなくすと、では残りの食品廃棄物はしっかり食品

リサイクルをするというのが大事なわけですが、食品リサイクル法の審議に私は参加してい

るのですけれども、報告義務のある大規模事業者さんはかなりしっかり取組があるのですけ

れども、年間１００トン未満の報告義務のない中小の事業者さんの食品リサイクルが進んで

いないことがかなり問題になってきています。その辺に関してどのようにやっていただくか
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が重要です。例えば先進的な事業者さんの情報をきちんと伝えるとか、行政の皆さんが地域

なりのやり方をコーディネートというか、情報をきちんと伝えてうまく仕組みを考えていた

だくとか、直接コストをかけてやるのではない、行政の関わり方があるのではないかという

ことも盛んに今、食品リサイクル法の審議のところで意見交換をしました。ぜひいろいろな

可能性を考えていただければありがたいかなと思います。よろしくお願いします。 

（事 務局 ） 本日は貴重なご意見を本当にありがとうございました。ごみ減量をしっかりと進めるとと

もに、やはりリサイクルしていくということで区民の皆様のご協力なくしてはできないこと

ですけれども、プラスチックの回収をはじめ食品ロスの問題、そうしたプラスチックの先が

どうなっているかとか、これまでの集団回収による区民１人当たりのリサイクル量が２０年

連続２３区で今１位という状況になっていますので、この集団回収を引き続きしっかりとや

りつつ、本日のご意見をしっかりと受け止めさせていただいて新たな取組もしっかりと進め

ていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

（ 会 長 ） どうもありがとうございます。お疲れさまでした。 

（事 務局 ） どうもありがとうございました。 

 

閉     会 


